
現在、新型コロナウイルス感染において最も安全な年代であるはずの、5歳から11歳の
子どもたちに対して、新型コロナワクチンの接種が始まろうとしています。現時点におい
て「予防効果は低く、集団免疫形成はあまり期待できない」と言われているワクチンです。
最近では「重症化予防のために…」と言われますが、子どもにとっては軽い風邪症状で済
む感染症に、長期的な安全性のわからない緊急承認のワクチンを打つ必要があるのでし
ょうか？

テレビでは、正確な統計や副反応被害の実態などは報じられることはなく、なんとなくのイメージだけが先行してしまってい
ます。ワクチン接種はリスクとベネフィットを比較して…と言われていますが、リスクは過少評価、ベネフィットは過大評価され
ている傾向があります。2021年11月12日に厚労省で行われた副反応の審議会資料には、13歳の少年の死亡例が報告されて
いますが、コロナ死とは異なり、大きなニュースにはなっていません。インターネット上でも、極めて論理的な議論、実際に
臨床現場から提言している医師の意見すら、ワクチンに疑問を呈しただけで「反ワクチン」とレッテルを貼られ、まともに議論
ができない状態です。

必要ですか？
子どもにコロナワクチン

感染が怖い 副反応が心配…

他の人にうつしたら…

チラシ制作時に参照したリンク集、チラシの印刷用データなどは、HPよりご利用いただけます。
副反応被害を受けられた方のための相談窓口の情報なども掲載しています。
厚労省のデータの探し方なども書いてありますので、ぜひご確認いただければと思います。

成育医療研究センターが2020年1月～2021年2月に新型コロナウイルス感染で入院となった18歳未満（1038人）のデータを分析し
たところ、多くが無症状（308人）または軽症で、酸素投与を必要とした患者は15人と、症状のあった患者（730人）のうち2.1％でした。
症状のあった患者のほどんどが咳・鼻水という軽い症状で、38度以上の発熱も、全体の10%にすぎません。更に、2歳以上13歳未満の
入院患者のうち、有症者は295名、無症状は208名と、半数近くが無症状だったことがわかります。

※　ワクチン2回接種後の発熱は、ファイザーで35%、モデルナは75％
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https://101monkeyeffect.wixsite.com/website

まだ、自分で判断のできない年代の子どもたちです。どうか、保護者・教育者の皆様には、テレビやマスコミの一方的な報道
だけを信じるのではなく、様々な情報を精査して、判断していただければと思います。

「みんなが打つから…」 そんな理由で接種を考えていませんか？

※

※

※ 長崎大   森内浩幸教授  時事通信社（2022/01/21）

このチラシの医学的内容に関しては、八王子中央診療所の山田真先生にご確認をいただいております。このチラシの医学的内容に関しては、八王子中央診療所の山田真先生にご確認をいただいております。
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将来に影響は？

101monkeyeffect@gmail.com作成：  八王子こどもの未来を守る会

 

第29回ワクチン分科会（令和4年1月26日
開催）で鈴木基（国立感染研究所）委員と森
内浩幸教授がオミクロン株に対しての
ワクチンの有効性は、はっきりしていな
い（特に二次感染予防
効果はほとんど期待で
きない）と発言されてい
ます。
発言動画はこちら →
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